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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

旧
年
中
は
会
員
の
皆
様
に
日
中
両
国
の
相
互
理
解
と
友
好
親

善
の
活
動
に
格
別
の
ご
尽
力
を
賜
り
、心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 昨

年
、
当
協
会
は
新
た
な
試
み
と
し
て
「
ぎ
ふ
中
国
く
る
ぶ
公

開
例
会
」
と
題
し
、
講
演
会
や
演
奏
会
な
ど
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
日
中
関
係
が
良
好
と
は
言
え
な
い
状
態
が
続
き
、
訪
日
客
の

増
加
の
半
面
、
訪
中
客
が
大
幅
減
少
す
る
厳
し
い
昨
今
で
す
が
、

こ
う
し
て
定
期
的
に
話
題
を
提
供
し
民
間
交
流
の
足
跡
を
残
せ

る
こ
と
を
当
協
会
の
誇
り
と
思
っ
て
い
ま
す
。２
０
１
７
年
度
も

理
事
・
運
営
委
員
を
中
心
に
新
た
な
企
画
を
練
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。 

昨
年
１１
月
、
中
国
・
湖
南
省
長
沙
で
第
１５
回
日
中
友
好
交
流

会
議
が
開
か
れ
、
当
協
会
は
土
屋
理
事
長
を
派
遣
し
ま
し
た
。
日

中
友
好
協
会
、中
日
友
好
協
会
な
ど
日
中
双
方
か
ら
多
く
の
参
加

者
が
出
席
し
て
意
見
を
交
換
し
、民
間
交
流
の
さ
ら
な
る
促
進
を

図
る
た
め
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
で
一
致

し
た
、
と
の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。 

本
年
は
日
中
国
交
正
常
化
４５
周
年
、
岐
阜
市
・
杭
州
市
が
「
日

中
不
再
戦
」
の
碑
文
を
交
換
し
て
か
ら
５５
周
年
に
当
り
ま
す
。

１
月
１４
、
１５
の
両
日
、
岐
阜
市
の
ぎ
ふ
メ
デ
ィ
ア
コ
ス
モ
ス
を

会
場
に
「
ぎ
ふ
春
節
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。
県
内
の
華
僑
華
人
の

方
々
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
だ
初
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
で
、節
目
の
年
の

先
駆
け
と
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
恒
例
の
「
新
春
の
集

い
」
は
２
月
４
日
、
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
で
開
催
し
ま
す
。 

所
帯
は
小
さ
く
て
も「
岐
阜
県
日
中
友
好
協
会
、こ
こ
に
あ
り
」

の
気
概
を
胸
に
、民
間
交
流
を
一
歩
で
も
前
に
進
め
る
よ
う
皆
様

の
先
頭
に
立
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、決
意
の
一
端
を
申
し
述
べ
ま

し
た
が
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

ぎ
ふ
中
国
く
る
ぶ
総
括 

県
日
中
友
好
協
会
は
公
開
例
会
「
ぎ
ふ
中
国
く
る
ぶ
」
を
本
年

度
活
動
計
画
の
目
玉
と
位
置
付
け
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。３
回
の
講

演
会
、二
胡
演
奏
会
は
会
員
以
外
に
も
た
く
さ
ん
の
参
加
を
い
た

だ
き
、当
協
会
の
自
信
と
今
後
の
道
し
る
べ
と
な
っ
た
と
い
え
る
。 

昨
今
の
日
中
関
係
は
政
府
間
レ
ベ
ル
の
関
係
が
い
っ
こ
う
に

良
く
な
ら
な
い
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。
日
中
の
共
同
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
双
方
の
７
～
９
割

の
国
民
が
相
手
国
を
良
く
思
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
両
国
関
係

が
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
、と
思
う
割
合
は
双
方
と
も
７
割
を

超
え
て
い
る
。 

当
協
会
で
は
こ
れ
ま
で
の
事
業
の
継
続
に
あ
ぐ
ら
を
か
か
ず
、

時
代
を
先
取
り
し
た
、し
か
も
身
の
丈
に
合
っ
た
新
し
い
事
業
を

模
索
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
考
え
た
試
み
が
「
ぎ

ふ
中
国
く
る
ぶ
」
で
あ
る
。 

「
楽
し
く
あ
れ
」
―
。
こ
れ
が
基
本
的
な
考
え
で
、「
聞
く
」

「
見
る
・
食
べ
る
」「
学
ぶ
・
遊
ぶ
」
な
ど
の
語
句
か
ら
一
文
字

ず
つ
拝
借
し
「
ぎ
ふ
中
国
」
に
「
く
る
ぶ
」
を
く
っ
つ
け
て
み
た
。

日
中
関
係
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
と
大
上
段
に
構
え
ず
、
遊
び
心

こ
そ
が
固
く
閉
ざ
し
た
人
の
心
の
扉
を
開
け
る
と
考
え
た
。 

例
会
の
パ
ー
ト
１
は
講
演
会
。
５
月
７
日
、
岐
阜
市
内
の
村
上

記
念
病
院
ホ
ー
ル
で
ト
ヨ
タ
産
業
技
術
記
念
館
広
報
グ
ル
ー
プ

の
阪
本
敦
氏
が
「
佐
吉
と
西
川
秋
次
の
物
語
～
私
が
１４
年
の
中

国
駐
在
で
感
じ
た
こ
と
」
と
題
し
、
ト
ヨ
タ
の
創
業
者
・
豊
田
佐

吉
と
番
頭
の
西
川
が
戦
前
の
中
国
上
海
で
紡
績
事
業
を
興
し
、日

中
の
共
存
共
栄
を
図
っ
た
こ
と
を
紹
介
。そ
の
精
神
は
上
海
市
民

に
も
語
り
継
が
れ
て
お
り
、ト
ヨ
タ
の
礎
の
一
角
と
な
っ
て
い
る
。

当
日
、
秋
次
氏
の
ご
遺
族
も
参
加
い
た
だ
き
と
て
も
感
動
し
た
。 

パ
ー
ト
２
は
７
月
２３
日
、
同
ホ
ー
ル
で
大
垣
共
立
銀
行
海
外

事
業
推
進
部
部
長
の
後
藤
勝
利
氏
に「
私
が
出
会
っ
た
中
国
人
～

い
つ
か
真
の
友
好
を
」
と
題
し
て
講
演
。
合
計
１３
年
、
中
国
で

過
ご
し
、
上
海
駐
在
員
事
務
所
を
立
ち
上
げ
、
事
務
所
長
を
務
め

た
後
藤
さ
ん
は
「
国
や
言
葉
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
人
と
人
と
の

信
頼
関
係
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
み
な
ら
ず
最
も
大
事
な
こ
と
。
人
々

が
互
い
を
知
る
機
会
が
増
え
れ
ば
、
日
中
関
係
は
好
転
す
る
。
中

国
に
も
親
日
家
が
い
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
」と
呼
び
か
け
た
。 

パ
ー
ト
３
は
９
月
２０
日
、
ぎ
ふ
メ
デ
ィ
ア
コ
ス
モ
ス
で
二
胡

演
奏
会
。
上
海
在
住
の
潘
麗
（
パ
ン
・
リ
ー
）
さ
ん
が
「
糸
」（
中

島
み
ゆ
き
）
な
ど
、
日
中
の
ヒ
ッ
ト
曲
、
名
曲
を
演
奏
し
た
。
こ

の
日
は
台
風
が
直
撃
、
た
た
き
つ
け
る
雨
と
風
の
中
、
大
勢
の
人

の
参
加
を
い
た
だ
い
た
。
中
止
も
考
え
た
が
、
出
席
者
の
顔
を
見

た
瞬
間
、
決
行
を
決
意
し
た
。 

パ
ー
ト
４
は
１０
月
２９
日
、
朝
日
大
学
で
中
国
史
研
究
家
の
阿

南
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
史
代
さ
ん
を
招
い
た
特
別
講
演
会
。
ア
メ

リ
カ
生
ま
れ
の
阿
南
さ
ん
は
平
安
時
代
の
高
僧
「
円
仁
」
の
研
究

を
通
し
、
日
中
交
流
に
貢
献
し
て
い
る
。 

円
仁
は
最
後
の
遣
唐
使
の
随
員
と
し
て
８
３
８
年
に
唐
に
渡

り
、
９
年
間
の
滞
在
中
に
「
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
」（
円
仁
日
記
）

を
漢
文
で
記
し
た
。
阿
南
さ
ん
は
２５
年
か
け
て
円
仁
の
歩
い
た

道
（
約
７
５
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
を
四
輪
駆
動
車
で
踏
破
。
当

時
の
人
々
が
円
仁
に
施
し
た
好
意
に
感
謝
、円
仁
が
た
ど
っ
た
道

に
木
を
植
え
る
「
円
仁
ロ
ー
ド
」
運
動
を
続
け
て
い
る
。 

講
演
の
テ
ー
マ
は「
唐
代
の
日
中
文
化
交
流
～
慈
覚
大
師
円
仁

の
旅
」。
円
仁
を
研
究
す
る
き
っ
か
け
、
円
仁
の
た
ど
っ
た
道
で

出
会
っ
た
人
々
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
。「
円
仁
ロ
ー
ド
」
運

動
は
日
中
友
好
の
一
層
の
発
展
を
願
っ
て
始
め
た
無
償
の
行
為

で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
た
。

円仁の足跡をたどり、出会った人々のエピソー

ドを語る阿南さん＝瑞穂市穂積町の朝日大学 



基調報告を聞く土屋康夫理事長 

唐家璇中日友好協会会長（元中国外相）と

懇談する土屋康夫理事長 

 

民間交流の在り方について意見交換する第３分散会 

 

第 15回日中友好交流会議の開会式＝中国湖南省長沙の湖

南華天大酒店 

長
沙
で
の
日
中
友
好
交
流
会
議 

 

第
１５
回
日
中
友
好
交
流
会
議
が
１１
月
７
、

８
の
両
日
、
中
国
湖
南
省
長
沙
で
開
か
れ
、
日

中
双
方
の
約
２
４
０
人
が
民
間
交
流
の
在
り

方
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。
岐
阜
県
日
中

友
好
協
会
か
ら
は
土
屋
康
夫
理
事
長
が
参
加
、

分
散
会
で
当
協
会
の
取
り
組
み
を
ア
ピ
ー
ル

し
た
。
以
下
、
そ
の
報
告
。 

 

同
会
議
は
３０
年
前
、
宇
都
宮
徳
馬
、
廖
承

志
両
友
好
協
会
会
長
の
発
案
で
始
ま
り
、
双
方

が
隔
年
お
き
に
会
場
を
交
代
し
て
開
催
。
一
昨

年
の
大
阪
会
議
に
つ
づ
い
て
今
回
の
長
沙
会

議
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
当
協
会
会
員
に

感
謝
と
会
議
の
報
告
を
。 

 

湖
南
省
は
新
中
国
建
国
の
父
・
毛
沢
東
の
故

郷
（
韶
山
市
）
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
劉
少
奇

元
国
家
主

席
の
故
郷

（
寧
郷
県
）

で
も
あ
る
。

毛
に
次
ぐ

指
導
者
だ

っ
た
劉
は

文
化
大
革

命
で
失
脚
、

非
業
の
死

を
遂
げ
た
。

名
誉
回
復

後
、
故
郷
の
生
家
や
記
念
館
が
建
て
ら
れ
た
。

こ
の
辺
り
は
本
音
と
建
前
を
上
手
に
使
い
分

け
る
中
国
古
来
の
知
恵
な
の
か
も
し
れ
な
い
。 

話
を
本
題
に
戻
す
。
会
議
は
日
本
側
か
ら
協

会
本
部
、
都
道
府
県
の
協
会
役
員
・
会
員
ら
約

１
４
０
人
、
中
国
側
は
中
国
人
民
対
外
友
好
協

会
、
中
日
友
好
協
会
、
湖
南
省
な
ど
地
方
政
府

や
友
好
協
会
の
約
１
０
０
人
が
参
加
。
「
友
好

の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
民
間
の
活
力
を
呼
び
起

こ
そ
う
」
を
テ
ー
マ
に
開
幕
し
た
。 

開
会
式
で
丹
羽
宇
一
郎
日
中
友
好
協
会
会

長
が
「
民
間
交
流
の
積
み
重
ね
は
関
係
発
展
の

礎
に
な
る
」
、
唐
家
璇
中
日
友
好
協
会
会
長
が

「
民
間
友
好
は
中
日
関
係
な
ら
で
は
の
強
み
、

重
要
な
支
え
」
な
ど
と
述
べ
、
２
０
１
７
年
の

国
交
正
常
化
４５
周
年
、
１８
年
の
日
中
平
和
友

好
条
約
締
結
４０
周
年
は
停
滞
し
た
両
国
関
係

を
改
善
さ
せ
る
ま
た
と
な
い
機
会
。
さ
ま
ざ
ま

な
交
流
で
盛
り
あ
げ
る
こ
と
で
一
致
し
た
。
宇

都
宮
徳
一
郎
日
中
友
好
協
会
副
会
長
と
宋
敬

武
中
国
人
民
対
外
友
好
協
会
副
会
長
は
基
調

報
告
で
民
間
、
青
少
年
交
流
に
よ
る
国
民
感
情

の
改
善
、
後
継
者
の
育
成
を
強
調
し
た
。 

分
散
会
は
「
国
民
感
情
と
相
互
信
頼
を
い
か

に
深
め
る
か
」
「
青
少
年
交
流
の
拡
大
、
友
好

事
業
の
後
継
者
育
成
」「
地
方
に
お
け
る
経
済
、

環
境
、
介
護
分
野
で
の
協
力
」
を
テ
ー
マ
に
都

道
府
県
、
地
方
代
表
が
参
加
し
て
開
か
れ
、
第

３
分
散
会
に
出
席
し
た
。 

発
言
時
間
は
通
訳
を
交
え
１
人
５
分
余
り
。

短
い
時
間
で
そ
れ
ぞ
れ
友
好
都
市
と
の
交
流
、

取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。
県
日
中
友
好
協
会
は

２
０
１
７
年
が
「
日
中
不
再
戦
」
碑
文
交
換
か

ら
５５
周
年
、
１８
年
が
碑
建
立
か
ら
５５
周
年
に

あ
た
り
、
西
湖
マ
ラ
ソ
ン
へ
の
参
加
な
ど
記
念

行
事
を
計
画
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
た
。 

ど
の
参
加
者
も
政
府
レ
ベ
ル
の
関
係
が
好

転
し
な
い
現
状
を
冷
静
に
と
ら
え
て
い
た
。
あ

き
ら
め
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
交
流
に
甘
ん
じ
た

り
せ
ず
、
新
し
い
形
の
交
流
を
模
索
す
べ
き
時

代
に
来
て
い

る
と
思
っ
た
。 

少
し
ず
つ

で
も
い
い
方

向
変
え
て
い

け
ば
い
い
。

そ
う
信
じ
る

こ
と
が
私
た

ち
の
希
望
に

な
る
は
ず
だ
。

最
後
に
こ
ん

な
提
案
が
あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
す
る
。 

「
人
々
の
心
を
打
つ
、
新
し
い
時
代
の
新
し
い

交
流
を
考
え
る
べ
き
だ
」
―
。 

（
文
・
写
真
と
も
土
屋
康
夫
理
事
長
） 

 

◆
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内
◆ 

日
中
国
交
正
常
化
45
周
年 

岐
阜
市
・
杭
州
市
「
日
中
不
再
戦
」
碑
文
交
換
55
周
年
記
念 

ぎ
ふ
春
節
祭 

日
時
：
１
月
14
日
（
土
）
、
15
日
（
日
） 

 
 
 

10
：
00
～
17
：
00 

会
場
：
ぎ
ふ
メ
デ
ィ
ア
コ
ス
モ
ス
（
岐
阜
市
） 

※
入
場
無
料 

日
中
友
好
新
春
の
集
い 

日
時
：
２
月
４
日
（
土
）
10
：
30
～ 

会
場
：
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
（
岐
阜
市
） 

講
師
・
演
題
： 愛

知
県
立
大
講
師 

逵 

志
保
さ
ん 

不
死
薬
は
ど
こ
に
？−

徐
福
伝
説
を
追
い
か
け
て− 

下
呂
温
泉
山
形
屋
女
将 

盛 

月
芳
さ
ん 

名
湯
が
生
む
出
会
い 

※
会
費
６
，
０
０
０
円 


